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起点側 受圧版(A5ブロック)配筋図
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工事箇所

図面名
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(a) 部 詳 細 図 S=1:20
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補強筋詳細図

W10-1 20-D13 x 540
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H1 64-D16 x 1150

(SD345)

鉄筋表

種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要
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1110

H1 D16 1150 64 1.56 1.79 115

115

合 計

D16 327 kg

D13 356 kg

総質量 1225 kg

鉄筋加工図
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*補強筋径は、前背面とも

縦、横方向補強筋は、本体鉄筋に並列配筋する。

斜め補強筋は、前背面鉄筋の内側に配筋すること。
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起点側 受圧版(A5ブロック)配筋図 S=1:50

参照事項:鉄筋の最小曲げ半径は、道路橋示方書 同解説IV

下部構造編(平成14年3月)による。
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起点側 受圧版(B3ブロック)配筋図

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

断面図(3-3)

(a) 部 詳 細 図
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*補強筋径は、前背面とも

縦、横方向補強筋は、本体鉄筋に並列配筋する。

斜め補強筋は、前背面鉄筋の内側に配筋すること。
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参照事項:鉄筋の最小曲げ半径は、道路橋示方書 同解説IV

下部構造編(平成14年3月)による。
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起点側 受圧版(C1ブロック)配筋図

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名
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鉄筋表

種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要
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H1 D16 1150 48 1.56 1.79 86

86

合 計

D16 86 kg

D13 532 kg

総質量 1029 kg

鉄筋加工図
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*補強筋径は、前背面とも

縦、横方向補強筋は、本体鉄筋に並列配筋する。

斜め補強筋は、前背面鉄筋の内側に配筋すること。
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参照事項:鉄筋の最小曲げ半径は、道路橋示方書 同解説IV

下部構造編(平成14年3月)による。
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本図面は、新JISA0101(2003)に基づき作成した図面である
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緊急地方道路整備工事

山城東祖谷山線

三好市池田町大申 京田トンネル


